
 

 

 

 

 

 

１０月２７日（月）～１１月１３日（木）の内２週間(第 1 学年は、その期間内の４日間)、高等部第１、

２学年で産業現場等における実習を行いました。 

今回の実習を通して第１、２学年は「どのような職種や作業が自分に向いているか？」「将来、この仕

事をやってみたい」など学んだことを今後の進路選択の参考にしてほしいです。 

 

今回行った実習先は以下のとおりです。 

市町村 企業名【新規】 仕事内容 

十和田市 

十和田市立中央病院 事務補助 

太子食品工業株式会社 十和田工場 段ボールの組み立て、商品の検品 

コメリパワー十和田店 品出し、前出し、清掃等 

青森市 げんねんワークサポート株式会社【新規】 文書電子化、清掃、パソコンのデータ消去等 

七戸町 

有料老人ホーム はぁとふるしちのへ 介護補助、配膳、水分補給補助等 

株式会社サンヨーソーイング 部品製造補助 

イオン七戸十和田駅前店 前出し、清掃、リサイクル活動等 

株式会社富士通ゼネラル 青森事業所 部品製造補助 

株式会社コメリ七戸店 商品前出し、品出し、清掃 

株式会社マエダ マエダストア七戸店 品出し、日付チェック等 

株式会社トヨタレンタリース青森 七戸十和田駅北口店【新規】 洗車、車内清掃、環境整備等 

有限会社 金子ファーム 牛の餌寄せ、小屋清掃、水槽掃除等 

株式会社 十和田ビルサービス【新規】 館内清掃 

おいらせ町 東北容器工業下田工場【新規】 洗浄・製造補助 

市町村 福祉事業所名 仕事内容 

十和田市 

農工園千里平（Ｂ型） 畜産、農業等 

クリエイティブサポートぷちぶろう（Ｂ型） 草取り、空き缶つぶし、納品等 

なないろ（Ｂ型） 清掃、環境整備、手工芸等 

おいらせサポートハウスＫの家（生活介護） 環境整備、日常生活の指導等 

Omo..i ぱれっと（B 型） 施設清掃、にんにくバラし作業、委託作業 

アイデンド十和田（A 型） にんにくこぼし、にんにくの皮むき 

農園カフェ日々木（B 型） 食品加工品、環境整備、納品 

三沢市 

ぴあ三沢（B 型） 食品製造、販売、リサイクル作業等 

ぴあ三沢（生活介護） 日常生活支援、機能訓練 

社会福祉法人 俊公会 となみの杜（B型） 制作活動、ペットボトルのリサイクル等 

障害者就労トライアルセンターボイス（B型） 施設内、外での生産活動 

進路だより  アシスト 
青森県立七戸養護学校 進路指導部 
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七戸町 

障害者支援施設 からまつ寮（生活介護） 入浴、清掃等 

城西の杜（Ｂ型） 清掃、消毒液作り、タオル畳み、豆腐作り等 

シャーローム（Ｂ型） クッキーのシール貼り、袋詰め等 

東北町 
Arch Plus（Ｂ型） にんにくこぼし、加工等 

就労継続支援Ｂ型事業所 第二ぽぷらのもり太陽 にんいくの皮むき、種まき、野菜の収穫等 

おいらせ町 

工房あぐりの里（Ｂ型） 観光農園内の清掃、畑作業 等 

就労継続支援Ｂ型事業所 おあしす にんにくこぼし、お菓子作り等 

ワークサポートおいらせ（A型） 請負作業等 

野辺地町 ほっとワークはぴくる（Ｂ型） 雑貨製作、シール貼り等 

 指示された内容を理解し、的確に仕事を行うことや作業速度を意識して手際良く取り組むことについて良い

評価をいただいています。今後に向けて、身だしなみを整えることや困ったことを自分から伝えたり、必要に

応じてメモをとったりするようアドバイスをいただきました。これからの学習の中で改善できるよう取り組ん

でいきたいと思います。 

 

一般就労・Ａ型事業所からの評価 

福祉施設（Ｂ型、生活介護）からの評価 

 時間いっぱい集中して取り組み、集団に合わせて活動することができる生徒が多くいました。また、分から

ないことや困った際には「報告・連絡・相談」して職員からやり方を聞くなど、積極的にコミュニケーション

をとることができ、良い評価をいただいています。今後に向けて、相手に聞こえるように話すことや施設利用

のルールを守ること、周囲との接し方や適切な言葉遣いなどの課題が挙げられました。これからの学習の中で

改善できるように取り組んでいきたいと思います。 
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１１月１９日（水）、青森市の新青森県総合運動公園マエダアリーナにて、青森県教育委員会主催の青

森県特別支援学校技能検定・発表会が行われました。高等部を設置する青森県内の特別支援学校が集ま

り、日ごろの学習の成果を披露しました。 

今回の青森県特別支援学校技能検定・発表会のスローガンは「極めた技術で、新たな自分を切り拓け！」 

です。 

本校は、高等部 2 学年が職業技能部門の「清掃基礎」、「清掃応用」、「農業分野」、「接客」、「PC 入力（各

校での実施）」に参加し、１学年がコミュニケーション部門の「パフォーマンス発表」に参加しました。   

また、２－３・３－３組は撮影した動画を審査員に視聴していただく、パフォーマンス発表（オープン）

に参加しました。 

  各分野の内容（学習との関連も含めて） 

「清掃基礎」、「清掃応用」に参加した生徒は、普段の清掃やキャリアチャレンジ「清掃」で学習した成果

を発揮し、多くの生徒が目標としていた級を取ることができました。 

 「ＰＣ入力」では、作業②の学習で「事務班」があり、そこでの学習を基盤にタイピング練習に取り組

み、検定に向けて頑張りました。 

 「農業分野」は、トマトやジャガイモの大きさや傷を確かめ、計量し、パックや袋に詰めるという内容

で検定が行われました。食品を扱うため身だしなみも評価の対象となり、ヘアキャップや手袋を付ける練

習も繰り返し行いました。本番では、清潔かつ丁寧に取り組むことができました。 

 「接客サービス分野」は、お客様に聞こえる声での挨拶や受け答え、グラスやトレイの使い方などの検

定を行いました。本番では、広い会場の中でしっかりと聞こえるように大きな声で話したり、良い姿勢を

保持したりしながら、接客することができました。 

 「パフォーマンス発表」に参加した生徒は、高等部祭の閉祭式でも披露した「青の煌めきダンス」を発

表しました。 

この検定・発表会は、生徒たちが日々の学びで身に付けた技能を活かし、自分の可能性を広げていく 

だけではなく、企業への理解・啓発を促すねらいもあります。また、民間企業の障がい者雇用や実習の受

け入れにつながっていくことも十分に期待できます。 

これからの就労や夢の実現に向けて、できることに自信をもって取り組みましょう！ 
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